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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着用者からの排泄物を受ける吸収性物品であって、
　透液性のトップシートと、
　撥水性または不透液性のバックシートと、
　前記トップシートと前記バックシートとの間に配置される吸収部と、
を備え、
　前記吸収部が、
　着用者の股間部に対向する位置に開口が形成された繊維集合層を有する上側吸収層と、
　前記上側吸収層と前記バックシートとの間に配置されて前記開口の下側を覆う吸収シー
トと、
を備え、
　前記吸収シートが、
　２枚のシートと、
　前記２枚のシートの間に配置され、前記２枚のシートのうち少なくとも一方に固定され
た高吸収性材料と、
を備え、
　前記２枚のシートの間において、前記高吸収性材料の密度が周囲に比べて低い、または
、前記高吸収性材料が存在しない低密度領域が、前記開口に重なる位置から前記吸収部の
長手方向に沿って線状または網目状に連続して広がることを特徴とする吸収性物品。
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【請求項２】
　請求項１に記載の吸収性物品であって、
　前記低密度領域に前記高吸収性材料が存在せず、前記２枚のシートが前記低密度領域に
おいて互いに接合されることを特徴とする吸収性物品。
【請求項３】
　請求項２に記載の吸収性物品であって、
　前記２枚のシートの前記低密度領域における接合が熱融着接合であることを特徴とする
吸収性物品。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれかに記載の吸収性物品であって、
　前記低密度領域が、網目状であることを特徴とする吸収性物品。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれかに記載の吸収性物品であって、
　前記２枚のシートのうち前記上側吸収層と前記高吸収性材料との間に配置されるシート
が親水性であることを特徴とする吸収性物品。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれかに記載の吸収性物品であって、
　前記上側吸収層が、１０重量％以上７０重量％以下の高吸収性材料を含むことを特徴と
する吸収性物品。
【請求項７】
　請求項１ないし６のいずれかに記載の吸収性物品であって、
　前記上側吸収層が、前記開口の縁部に沿うとともに前記トップシートに向かって突出す
る凸部を有することを特徴とする吸収性物品。
【請求項８】
　請求項１ないし７のいずれかに記載の吸収性物品であって、
　前記吸収部が、前記吸収シートと前記バックシートとの間に配置される繊維集合層を有
する下側吸収層をさらに備えることを特徴とする吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、着用者からの排泄物を受ける吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、使い捨ておむつや補助吸収具等の吸収性物品として、トップシートとバック
シートとの間に粉砕パルプ等により形成された吸収部を設けたものが使用されている。特
許文献１ないし４では、使い捨ておむつの吸収部として、２枚のキャリア層の間に設けら
れた複数のポケット領域に高吸収性材料を配置した吸収性シートと、パルプ等の繊維集合
層とを積層したものが提案されている。
【０００３】
　特許文献５では、開口を有する上層コアを親水性不織布を介して下層コア上に積層した
吸収部が開示されている。特許文献５の使い捨ておむつでは、排泄物の水分は、上層コア
の上面から吸収されるとともに、上層コアの開口を介して親水性不織布にて受けられて拡
散され、上層コアと下層コアとの界面からも吸収される。また、特許文献６では、上層コ
アの開口内の空間に拡散層が設けられた使い捨て吸収性物品が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表平０９－５０４２０６号公報
【特許文献２】特表平０９－５０４２０７号公報
【特許文献３】特表平０９－５０４２０８号公報
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【特許文献４】特表平０９－５０４２１０号公報
【特許文献５】特開平０８－１９１８５７号公報
【特許文献６】特開２００５－１８５６１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、使い捨ておむつ等に使用されるＳＡＰ（Super Absorbent Polymer）等の高
吸収性材料は、パルプ等の繊維集合層に比べて水分の吸収が緩やかであるため、特許文献
１ないし４の使い捨ておむつのように、パルプ等の繊維集合層上に高吸収性材料を有する
吸収性シートを配置すると、排泄物の水分が吸収性シートにより吸収される前に大きく広
がって着用者の肌に付着したり、使い捨ておむつの外部へと漏出してしまうおそれがある
。
【０００６】
　特許文献５および６の使い捨ておむつでは、下層コアが比較的吸収速度が大きいパルプ
等の繊維集合層であるため、上層コアの開口を通過した排泄物の水分は、親水性不織布に
より大きく拡散される前に下層コアにより吸収される。このため、排泄物の水分は、上層
コアおよび下層コアの開口近傍の部位に主に吸収されることとなり、上層コアおよび下層
コアの全体を水分吸収に効率的に利用することができない。したがって、１回の排泄後、
使い捨ておむつを交換する前に再度排泄が行われた場合、排泄物の水分の一部が吸収され
ずに開口から逆流し、着用者の肌に広範囲に亘って付着したり、使い捨ておむつの外部に
漏出してしまうおそれがある。また、１回目の排泄により、開口近傍において、上層コア
および下層コアが水分を吸収して膨張し、隙間なく互いに当接するため、２回目以降の排
泄が行われる際に、開口を通過した排泄物の水分はさらに拡散されにくくなる。
【０００７】
　本発明は、上記課題に鑑みなされたものであり、吸収性物品において、複数回の排泄に
対して高い吸収性能を維持することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に記載の発明は、着用者からの排泄物を受ける吸収性物品であって、透液性の
トップシートと、撥水性または不透液性のバックシートと、前記トップシートと前記バッ
クシートとの間に配置される吸収部とを備え、前記吸収部が、着用者の股間部に対向する
位置に開口が形成された繊維集合層を有する上側吸収層と、前記上側吸収層と前記バック
シートとの間に配置されて前記開口の下側を覆う吸収シートとを備え、前記吸収シートが
、２枚のシートと、前記２枚のシートの間に配置され、前記２枚のシートのうち少なくと
も一方に固定された高吸収性材料とを備え、前記２枚のシートの間において、前記高吸収
性材料の密度が周囲に比べて低い、または、前記高吸収性材料が存在しない低密度領域が
、前記開口に重なる位置から前記吸収部の長手方向に沿って線状または網目状に連続して
広がる。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の吸収性物品であって、前記低密度領域に前
記高吸収性材料が存在せず、前記２枚のシートが前記低密度領域において互いに接合され
る。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の吸収性物品であって、前記２枚のシートの
前記低密度領域における接合が熱融着接合である。
【００１１】
　請求項４に記載の発明は、請求項１ないし３のいずれかに記載の吸収性物品であって、
前記低密度領域が、網目状である。
【００１２】
　請求項５に記載の発明は、請求項１ないし４のいずれかに記載の吸収性物品であって、
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前記２枚のシートのうち前記上側吸収層と前記高吸収性材料との間に配置されるシートが
親水性である。
【００１３】
　請求項６に記載の発明は、請求項１ないし５のいずれかに記載の吸収性物品であって、
前記上側吸収層が、１０重量％以上７０重量％以下の高吸収性材料を含む。
【００１４】
　請求項７に記載の発明は、請求項１ないし６のいずれかに記載の吸収性物品であって、
前記上側吸収層が、前記開口の縁部に沿うとともに前記トップシートに向かって突出する
凸部を有する。
【００１５】
　請求項８に記載の発明は、請求項１ないし７のいずれかに記載の吸収性物品であって、
前記吸収部が、前記吸収シートと前記バックシートとの間に配置される繊維集合層を有す
る下側吸収層をさらに備える。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明では、複数回の排泄に対して高い吸収性能を維持することができる。請求項２な
いし５の発明では、排泄物の水分を吸収コアと吸収シートとの間においてより広範囲に亘
って拡散させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】第１の実施の形態に係る吸収性物品の平面図である。
【図２】吸収性物品の断面図である。
【図３】吸収シートの平面図である。
【図４】吸収性物品の断面図である。
【図５】吸収性物品の断面図である。
【図６】吸収性物品の他の例を示す断面図である。
【図７】吸収性物品の他の例を示す断面図である。
【図８】第２の実施の形態に係る吸収性物品の吸収シートの平面図である。
【図９】吸収性物品の他の例を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る吸収性物品１を長手方向に広げた状態にて示
す平面図である。吸収性物品１は、着用者が着用する外装物品である使い捨ておむつ等の
内側に取り付けられ、着用者からの排泄物を受ける補助吸収具である。図１では、着用者
に接する面（以下、「上面」という。）を手前側にして吸収性物品１を描いている。
【００１９】
　図２は、吸収性物品１を図１中に示すＡ－Ａの位置にて長手方向（すなわち、図１中に
おける上下方向）に垂直な面で切断した断面図である。図１および図２に示すように、吸
収性物品１は、略シート状の本体部２、および、本体部２の両側部上（すなわち、図１お
よび図２中における左右両側）に配置されて本体部２の長手方向のおよそ全長に亘る一対
のサイドシート３を備える。図２では、図示の都合上、吸収性物品１の各構成を離して描
いている。
【００２０】
　図１および図２に示すように、本体部２は、吸収部２２、吸収部２２の一方の主面であ
る上面を覆う透液性のトップシート２１、および、吸収部２２の他方の主面である下面を
覆う撥水性または不透液性のバックシート２３を備える。トップシート２１の左右の両側
部は、ホットメルト接着剤を介して一対のサイドシート３に接合され、一対のサイドシー
ト３は吸収部２２の左右両側においてホットメルト接着剤を介してバックシート２３に接
合される。また、吸収部２２の長手方向の両側では、トップシート２１および一対のサイ
ドシート３がホットメルト接着剤を介してバックシート２３に接合される。図１では、図
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の理解を容易にするために、トップシート２１とバックシート２３との間に配置された吸
収部２２の構成部材の輪郭を太破線にて描いている。
【００２１】
　本実施の形態では、吸収部２２の図１中の下側の部位２２８の幅方向（すなわち、図１
中における左右方向）の幅は、図１中の上側の部位２２９の幅方向の幅よりも小さい。以
下の説明では、吸収部２２の部位２２８を「幅狭部２２８」と呼び、部位２２９を「幅広
部２２９」という。幅広部２２９の図１中における上端部の幅は、幅広部２２９の最大幅
よりも小さい。吸収性物品１が男性の着用者に使用される際には、幅広部２２９が着用者
の腹側の肌に接し、幅狭部２２８が着用者の背側の肌に接するように吸収性物品１が使い
捨ておむつ等の内側に取り付けられる。また、吸収性物品１が、女性の着用者に使用され
る際には、男性の場合とは反対に、幅狭部２２８が着用者の腹側の肌に接し、幅広部２２
９が着用者の背側の肌に接するように吸収性物品１が使い捨ておむつ等の内側に取り付け
られる。
【００２２】
　図２に示すように、サイドシート３の幅方向の外側の部位３３は、トップシート２１の
幅方向のエッジ近傍の部位、並びに、吸収部２２およびバックシート２３のトップシート
２１から露出する部位に、長手方向の全長に亘ってホットメルト接着剤を介して接合され
る。以下の説明では、一対のサイドシート３のそれぞれの外側の部位３３を「接合部３３
」といい、接合部３３の幅方向の内側において接合部３３に連続する部位３４を「側壁部
３４」という。サイドシート３とトップシート２１やバックシート２３等との接合は、熱
融着接合や超音波接合等により行われてもよい。
【００２３】
　一対の側壁部３４はそれぞれ、本体部２の両側部上において長手方向のおよそ全長に亘
って伸びており、図１に示すように、長手方向の両端部である側壁端部３４１においてホ
ットメルト接着剤により（あるいは、熱融着接合または超音波接合により）本体部２上に
固定される。２つの側壁端部３４１の間の起立部３４２では、長手方向に伸びる弾性部材
３２が、起立部３４２の内側のエッジ近傍（すなわち、自由端近傍）にホットメルト接着
剤により接合されており、弾性部材３２が収縮することにより、図２に示すように、起立
部３４２が着用者に向かって起立し、着用者の脚の付け根近傍に当接する立体ギャザーと
なる。
【００２４】
　サイドシート３は、疎水性繊維（例えば、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエステ
ル、ポリアミド、ナイロン）にて形成された撥水性または不透液性の不織布（例えば、ス
パンボンド不織布やメルトブロー不織布、ＳＭＳ（スパンボンド・メルトブロー・スパン
ボンド）不織布）を、長手方向に伸びる折り曲げ線にて２つ折りにし、折り重ねられた２
つの部位の間に弾性部材３２を挟むことにより形成される。弾性部材３２としては、例え
ば、ポリウレタン糸、帯状のポリウレタンフィルム、糸状または帯状の天然ゴム等が用い
られ、本実施の形態では、ポリウレタン糸が利用される。
【００２５】
　本体部２のトップシート２１は、透液性のシート材料、例えば、親水性繊維により形成
された不織布であり、着用者からの排泄物の水分を速やかに捕捉して吸収部２２へと移動
させる。トップシート２１として利用される不織布は、例えば、ポイントボンド不織布や
エアスルー不織布、スパンレース不織布、スパンボンド不織布であり、これらの不織布を
形成する親水性繊維としては通常、セルロースやレーヨン、コットン等が用いられる。な
お、トップシート２１として、表面を界面活性剤により親水処理した疎水性繊維（例えば
、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエステル、ポリアミド、ナイロン）にて形成され
た透液性の不織布や、多孔性のプラスチックフィルムが利用されてもよい。本実施の形態
では、目付が１０ｇ／ｍ２以上３５ｇ／ｍ２以下のエアスルー不織布がトップシート２１
として利用される。
【００２６】
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　バックシート２３としては、撥水性または不透液性の不織布やプラスチックフィルム、
あるいは、これらの不織布とプラスチックフィルムとが積層された積層シートが利用され
、バックシート２３に到達した排泄物の水分等が、本体部２の外部にしみ出すことが防止
される。バックシート２３に利用される不織布としては、例えば、疎水性繊維にて形成さ
れたスパンボンド不織布やメルトブロー不織布、ＳＭＳ不織布があり、必要に応じて撥水
処理が施される。バックシート２３にプラスチックフィルムが利用される場合、吸収性物
品１のムレを防止して着用者の快適性を向上するという観点からは、透湿性（通気性）を
有するプラスチックフィルムが利用されることが好ましい。本実施の形態では、目付が１
０ｇ／ｍ２以上４０ｇ／ｍ２以下の透湿性を有するプラスチックフィルムがバックシート
２３として利用される。
【００２７】
　吸収部２２は、図２に示すように、開口２２１１が形成された上側吸収層２２１、上側
吸収層２２１の下側（すなわち、上側吸収層２２１とバックシート２３との間）に配置さ
れて開口２２１１の下側を覆う吸収シート２２２、および、吸収シート２２２の下側（す
なわち、吸収シート２２２とバックシート２３との間）に配置される下側吸収層２２３を
備える。
【００２８】
　上側吸収層２２１は、着用者の股間部に対向する位置に上記開口２２１１が形成された
繊維集合層２２１２、および、繊維集合層２２１２に混合されて保持される高吸収性材料
２２１３を備える。繊維集合層２２１２は、例えば、セルロースやレーヨン、コットン等
の再生親水性繊維、合成繊維、パルプ繊維等により形成され、高吸収性材料２２１３とし
ては、高吸収性ポリマー（ＳＡＰ（Super Absorbent Polymer））や高吸収性ファイバー
（ＳＡＦ（Super Absorbent Fiber））等が利用される。本実施の形態では、解繊された
パルプ繊維を１００～４００ｇ／ｍ２程度積層することにより繊維集合層２２１２が形成
され、高吸収性材料２２１３としてポリアクリル酸系やセルロース系、でんぷん・アクリ
ロニトリル系等の粒状の吸水性樹脂が利用される。上側吸収層２２１は、好ましくは、１
０重量％以上７０重量％以下の高吸収性材料２２１３を含む。図２では、図示の都合上、
高吸収性材料２２１３を実際よりも大きく描いており、高吸収性材料２２１３の個数も実
際よりも少なく描いている（後述する高吸収性材料２２２２，２２３２においても同様）
。
【００２９】
　図１に示すように、平面視において、上側吸収層２２１は長手方向に伸びる略長方形で
あり、開口２２１１は長手方向に伸びる長円形である。また、開口２２１１の両側部は一
対のサイドシート３と重なっている。本実施の形態では、上側吸収層２２１の長手方向の
略中央における開口２２１１の幅は、上側吸収層２２１の幅の１０％以上５０％以下であ
る。上側吸収層２２１は、図２に示すように、開口２２１１の縁部全周に沿うとともにト
ップシート２１に向かって突出する凸部２２１４を有する。凸部２２１４の高さ（すなわ
ち、突出厚さ）は、好ましくは、上側吸収層２２１の凸部２２１４の周囲の厚さの１０％
以上８０％以下である。
【００３０】
　図１に示すように、吸収シート２２２は長手方向に伸びる略長方形であり、平面視にお
いて上側吸収層２２１にほぼ重なる。吸収シート２２２は、図２に示すように、２枚の透
液性のシート２２２１，２２２３、および、積層されたシート２２２１，２２２３の間に
配置される高吸収性材料２２２２を備える。シート２２２１，２２２３は好ましくは親水
性とされ、例えば、ポイントボンド不織布やエアスルー不織布、スパンレース不織布、あ
るいは、ティッシュペーパーがシート２２２１，２２２３として利用される。高吸収性材
料２２２２としては、上述の高吸収性材料２２１３と同様の材料が利用され、シート２２
２１および／またはシート２２２３上に直線状や曲線状等に塗布された接着剤（図示省略
）により、高吸収性材料２２２２がシート２２２１およびシート２２２３に固定される。
シート２２２１，シート２２２３上への接着剤の塗布では、それぞれが短い直線状の複数
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の接着剤のラインを繊維状に重ね合わせてもよい。
【００３１】
　本実施の形態では、シート２２２１，２２２３として目付が１０ｇ／ｍ２以上５０ｇ／
ｍ２以下のエアスルー不織布またはスパンレース不織布が利用され、目付３ｇ／ｍ２以上
５０ｇ／ｍ２以下にてシート２２２１，２２２３のいずれかに塗工されたゴム系のホット
メルト接着剤により高吸収性材料２２２２がシート２２２１，２２２３に接着される。高
吸収性材料２２２２の目付は、好ましくは、１００ｇ／ｍ２以上２５０ｇ／ｍ２以下とさ
れる。
【００３２】
　図３は、吸収シート２２２を示す平面図である。図３では、高吸収性材料２２２２（図
２参照）が配置される複数（本実施の形態では、４つ）の領域２２２４に平行斜線を付す
とともに、上側吸収層２２１の開口２２１１を二点鎖線にて示す（図８においても同様。
）。図３に示すように、複数の領域２２２４は吸収部２２の幅方向に配列されており、そ
れぞれが吸収部２２の長手方向に連続して伸びる帯状である。以下の説明では、ストライ
プ状に配列された複数の領域２２２４をまとめて「吸収性領域２２２６」と呼ぶ。
【００３３】
　吸収性領域２２２６の間（すなわち、隣接する各２つの領域２２２４の間）の複数の領
域２２２５はそれぞれ、２枚のシート２２２１，２２２３の間において高吸収性材料２２
２２が存在しない領域２２２５となっており、各領域２２２５は、平面視において開口２
２１１に重なる位置から吸収部２２の長手方向に沿って線状に連続して伸びる。以下の説
明では、ストライプ状に配列された複数の領域２２２５をまとめて「非吸収性領域２２２
７」と呼ぶ。非吸収性領域２２２７は、周囲の吸収性領域２２２６に比べて高吸収性材料
２２２２の密度が低い低密度領域と捉えることもできる。吸収シート２２２では、吸収部
２２の長手方向に沿って線状に連続して広がる非吸収性領域２２２７において、図２に示
すシート２２２１とシート２２２３とが熱融着接合により互いに接合されることにより、
吸収性領域２２２６の複数の領域２２２４がそれぞれ他の領域２２２４から離間し、一の
領域２２２４に配置された高吸収性材料２２２２が、他の領域２２２４に移動することが
防止される。
【００３４】
　下側吸収層２２３は、図１に示すように、平面視において上側吸収層２２１および吸収
シート２２２よりも大きく、下側吸収層２２３の平面視における形状は、上述の吸収部２
２の形状に等しい。下側吸収層２２３は、図２に示すように、繊維集合層２２３１、およ
び、繊維集合層２２３１に混合されて保持される高吸収性材料２２３２を備え、好ましく
は、１０重量％以上７０重量％以下の高吸収性材料２２３２を含む。繊維集合層２２３１
は、上述の上側吸収層２２１の繊維集合層２２１２と同様に、例えば、セルロースやレー
ヨン、コットン等の再生親水性繊維、合成繊維、パルプ繊維等により形成され、本実施の
形態では、解繊されたパルプ繊維を１００～４００ｇ／ｍ２程度積層することにより形成
される。高吸収性材料２２３２としては、上側吸収層２２１の高吸収性材料２２１３と同
様に、高吸収性ポリマーや高吸収性ファイバー等が利用され、本実施の形態では、ポリア
クリル酸系やセルロース系、でんぷん・アクリロニトリル系等の粒状の吸水性樹脂が利用
される。
【００３５】
　吸収性物品１では、上側吸収層２２１における開口２２１１の内側面、および、吸収シ
ート２２２の開口２２１１を閉塞する部位（すなわち、開口２２１１から露出する部位）
がトップシート２１により被覆されることにより、着用者の股間部に対向する凹部が形成
されており、着用者から排泄された尿等の排泄物は当該凹部に収容される。排泄物の水分
は、トップシート２１を介して吸収シート２２２の開口２２１１を閉塞する部位へと導か
れ、吸収シート２２２の上側のシート２２２１により周囲へと（すなわち、長手方向およ
び幅方向へと）拡散されて吸収シート２２２の高吸収性材料２２２２、および、上側吸収
層２２１により吸収される。
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【００３６】
　高吸収性材料２２２２は、上側吸収層２２１の繊維集合層２２１２に比べて吸収速度は
小さい一方で吸収量は大きいため、シート２２２１により拡散された水分は、その一部が
上側吸収層２２１により迅速に吸収された後、主に残りが吸収シート２２２により吸収さ
れて高吸収性材料２２２２により保持される。また、吸収シート２２２により吸収された
水分のうちの一部は、非吸収性領域２２２７を介して下側吸収層２２３へと導かれ、下側
吸収層２２３により吸収される。水分を吸収した高吸収性材料２２２２は、図４に示すよ
うに膨潤する。吸収シート２２２では、高吸収性材料２２２２の膨潤により吸収性領域２
２２６の厚さが増大し、吸収性領域２２２６の上面が上側吸収層２２１を押圧し、吸収性
領域２２２６の下面が下側吸収層２２３を押圧する。
【００３７】
　また、非吸収性領域２２２７では、２枚のシート２２２１，２２２３が互いに接合され
ているため、非吸収性領域２２２７は膨張しない。図５は、吸収性物品１を図１中に示す
Ｂ－Ｂの位置にて長手方向に垂直な面で切断した断面図である。非吸収性領域２２２７の
存在により、吸収シート２２２の非吸収性領域２２２７と上側吸収層２２１との間、およ
び、非吸収性領域２２２７と下側吸収層２２３との間にそれぞれ、開口２２１１（図３参
照）から長手方向に伸びる空間２２２８が形成される。
【００３８】
　補助吸収具や使い捨ておむつ等の吸収性物品は、使用状況により、着用者からの複数回
の排泄を受けることがあるが、本実施の形態に係る吸収性物品１では、１回目の排泄物の
水分を吸収した後も、吸収部２２に開口２２１１から長手方向に伸びる複数の空間２２２
８が形成されるため、２回目以降の排泄物の水分を空間２２２８を介して吸収部２２の長
手方向に速やかに広範囲に亘って拡散させることができ、吸収部２２の広範囲において排
泄物の水分を吸収することができる。その結果、吸収性物品１において、複数回の排泄に
対して高い吸収性能を維持する（すなわち、複数回の排泄における水分を十分に吸収する
ことができる大きな吸収量を有する）ことが可能となる。
【００３９】
　また、空間２２２８を介して長手方向に拡散された水分は、空間２２２８の上側に位置
する吸収速度が比較的大きい上側吸収層２２１によりその一部が迅速に吸収された後、空
間２２２８の左右両側および下側に位置する吸収量が比較的大きい高吸収性材料２２２２
により残りが吸収される。このため、比較的多量の尿等の排泄物が排泄された場合であっ
ても、排泄物の水分が空間２２２８から開口２２１１へと逆流することが防止され、水分
が着用者の肌に広範囲に亘って付着することを防止することができる。
【００４０】
　吸収部２２では、吸収シート２２２の２枚のシート２２２１，２２２３のうち、上側吸
収層２２１と高吸収性材料２２２２との間に配置されるシート２２２１が親水性であるこ
とにより、排泄物の水分を上側吸収層２２１と吸収シート２２２との間において迅速かつ
広範囲に亘って拡散させることができる。また、高吸収性材料２２２２と下側吸収層２２
３との間に配置されるシート２２２３も親水性であることにより、排泄物の水分を下側吸
収層２２３と吸収シート２２２との間においても迅速かつ広範囲に亘って拡散させること
ができる。吸収シート２２２では、熱融着接合により、非吸収性領域２２２７においてシ
ート２２２１，２２２３を容易かつ確実に接合することができる。
【００４１】
　吸収部２２では、繊維集合層２２１２を有する上側吸収層２２１が、１０重量％以上の
高吸収性材料２２１３を含むことにより、上側吸収層２２１を大型化することなく上側吸
収層２２１の吸収量を増大することができる。また、上側吸収層２２１が、７０重量％以
下の高吸収性材料２２１３を含むことにより、上側吸収層２２１の吸収速度の低下を抑制
しつつ上側吸収層２２１の吸収量を増大することができる。
【００４２】
　吸収性物品１では、図２に示すように、上側吸収層２２１が開口２２１１の縁部に沿う
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凸部２２１４を有することにより、開口２２１１の内側に排泄された排泄物が、開口２２
１１から外側へと流出してトップシート２１上に広がることを抑制することができる。そ
の結果、排泄物が着用者の肌に広範囲に亘って付着することを防止することができる。ま
た、吸収性物品１では、吸収シート２２２の下側に下側吸収層２２３が設けられることに
より、吸収部２２の吸収量をより増大することができる。さらに、下側吸収層２２３が、
上側吸収層２２１と同様に、１０重量％以上７０重量％以下の高吸収性材料２２３２を含
むことにより、下側吸収層２２３を大型化することなく、かつ、下側吸収層２２３の吸収
速度の低下を抑制しつつ下側吸収層２２３の吸収量を増大することができる。
【００４３】
　図６は、他の吸収シートの例を示す図であり、上述の図５に対応する位置における断面
図である。図６に示す吸収性物品１の吸収シート２２２ａでは、吸収性領域２２２６の複
数の領域２２２４の間に位置する複数の領域２２２５にも高吸収性材料２２２２が存在す
る。複数の領域２２２５は、高吸収性材料２２２２の密度が周囲の吸収性領域２２２６に
比べて低い低密度領域２２２７ａである。吸収性物品１では、吸収部２２において排泄物
の水分を吸収することにより、図７に示すように、吸収シート２２２ａの高吸収性材料２
２２２が吸収性領域２２２６および低密度領域２２２７ａにおいて膨潤して吸収シート２
２２ａの厚さが増大するが、低密度領域２２２７ａの厚さは吸収性領域２２２６（すなわ
ち、高密度領域）の厚さよりも小さいため、上側吸収層２２１と低密度領域２２２７ａと
の間、および、下側吸収層２２３と低密度領域２２２７ａとの間に、開口２２１１（図３
参照）から長手方向に伸びる複数の空間２２２８が形成される。これにより、２回目以降
の排泄物の水分を空間２２２８を介して吸収部２２の長手方向に速やかに広範囲に亘って
拡散させることができ、吸収部２２の広範囲において排泄物の水分を吸収することができ
る。その結果、図６に示す吸収性物品１においても、複数回の排泄に対して高い吸収性能
を維持することが可能となる。
【００４４】
　ただし、空間２２２８を大きくして２回目以降の排泄物の水分をより速やかに、かつ、
より広範囲に亘って拡散させるという観点からは、複数の領域２２２５（図３参照）にお
いて２枚のシート２２２１，２２２３が互いに接合されることが好ましい。
【００４５】
　次に、本発明の第２の実施の形態に係る吸収性物品について説明する。第２の実施の形
態に係る吸収性物品は、図３に示す吸収シート２２２に変えて、図８に示す吸収シート２
２２ｂを備える点を除き、図１ないし図３に示す吸収性物品１と同様の構造を有する。以
下の説明では、第２の実施の形態に係る吸収性物品の構成のうち、吸収性物品１の各構成
に対応する構成に同符号を付す。
【００４６】
　図８に示すように、吸収シート２２２ｂでは、マトリクス状に配置された（すなわち、
長手方向および幅方向に２次元配置された）複数の矩形状の領域２２２４ａが、高吸収性
材料２２２２（図２参照）が配置される吸収性領域２２２６であり、複数の領域２２２４
ａの間の網目状の領域２２２５ａは、高吸収性材料２２２２が存在しない非吸収性領域２
２２７である（周囲に比べて高吸収性材料２２２２の密度が低い低密度領域と捉えること
もできる。）。非吸収性領域２２２７は、開口２２１１に重なる位置から吸収部２２（図
１参照）の長手方向に沿って網目状に連続して広がっており、吸収シート２２２ｂの２枚
のシート２２２１，２２２３（図２参照）は、非吸収性領域２２２７において熱融着接合
により互いに接合される。
【００４７】
　第２の実施の形態に係る吸収性物品では、第１の実施の形態と同様に、吸収部２２にお
いて排泄物の水分を吸収することにより吸収シート２２２ｂの高吸収性材料２２２２が膨
潤し、上側吸収層２２１（図５参照）と非吸収性領域２２２７との間、および、下側吸収
層２２３（図５参照）と非吸収性領域２２２７との間に、開口２２１１から長手方向に沿
って網目状に広がる空間２２２８（図５参照）が形成される。これにより、２回目以降の
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排泄物の水分を空間２２２８を介して吸収部２２の長手方向および幅方向に速やかに広範
囲に亘って拡散させることができ、吸収部２２の広範囲において排泄物の水分を吸収する
ことができる。その結果、吸収性物品において、複数回の排泄に対して高い吸収性能を維
持することが可能となる。
【００４８】
　第２の実施の形態に係る吸収性物品では、空間２２２８内に導かれた排泄物が吸収部２
２の幅方向にも移動可能であるため、排泄物の水分をより速やかに、かつ、より広範囲に
亘って拡散させることができる。一方、第１の実施の形態に係る吸収性物品１は、吸収シ
ート２２２のシート２２２１，２２２３の間に比較的多量の高吸収性材料２２２２を保持
することができるため、吸収シート２２２の吸収量を容易に増大させることができる。
【００４９】
　以上、本発明の実施の形態について説明してきたが、本発明は上記実施の形態に限定さ
れるものではなく、様々な変更が可能である。
【００５０】
　例えば、吸収部２２（図１参照）において、図９に示すように、上側吸収層２２１の幅
は、吸収シート２２２の幅および下側吸収層２２３の幅よりも大きくてもよい。また、図
２に示す上側吸収層２２１において、開口２２１１の内側に排泄された排泄物がトップシ
ート２１側へと流出することが防止（または抑制）されるのであれば、開口２２１１の周
囲の凸部２２１４は省略されてもよい。
【００５１】
　第１の実施の形態に係る吸収シート２２２では、上述のように、複数の直線状の領域２
２２５を有する非吸収性領域２２２７が設けられるが、例えば、１つの直線状の領域２２
２５のみが非吸収性領域２２２７として吸収シート２２２に設けられてもよい。また、領
域２２２５は、例えば、蛇行する線状とされてもよく、鋸歯状の線状とされてもよい。第
２の実施の形態に係る吸収性物品の吸収シート２２２ｂでは、網目状の領域２２２５ａに
、領域２２２４に比べて低い密度にて高吸収性材料２２２２が配置されてもよい。
【００５２】
　上記実施の形態に係る吸収シートでは、非吸収性領域２２２７におけるシート２２２１
，２２２３の接合は、例えば、超音波接合やホットメルト接着剤等による接着により行わ
れてもよい。また、高吸収性材料２２２２は必ずしもシート２２２１，２２２３の双方に
固定される必要はなく、２枚のシート２２２１，２２２３のうち少なくとも一方に固定さ
れていればよい。
【００５３】
　吸収部２２では、上側吸収層２２１の股下部に複数の開口が形成されてもよい。また、
吸収部２２の吸収量が十分に確保できる場合には、下側吸収層２２３は省略されてもよく
、この場合、吸収シートの下側のシート２２２３は、撥水性または疎水性のシートとされ
てもよい。なお、吸収部２２の幅は、長手方向の全長に亘ってほぼ等しくてもよい。
【００５４】
　上述の吸収性物品の構造は、上端に胴部開口を有するとともに下部に一対の脚部開口を
有するパンツタイプの使い捨ておむつ、着用者の腹側に当接する部位と背側に当接する部
位とを腰回りで止着して着用するテープタイプの使い捨ておむつ、これらの使い捨ておむ
つ等の内部に取り付けられて使用される軽失禁用の補助吸収具、あるいは、生理用ナプキ
ンやパンティライナー等の様々な吸収性物品に適用されてよい。
【符号の説明】
【００５５】
　１　　吸収性物品
　２１　　トップシート
　２２　　吸収部
　２３　　バックシート
　２２１　　上側吸収層
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　２２２，２２２ａ，２２２ｂ　　吸収シート
　２２３　　下側吸収層
　２２１１　　開口
　２２１２，２２３１　　繊維集合層
　２２１３，２２２２　　高吸収性材料
　２２１４　　凸部
　２２２１，２２２３　　シート
　２２２７　　非吸収性領域
　２２２７ａ　　低密度領域

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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